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金沢大会における公開授業の様子

「第54回石川県理科教育研究大会
金沢大会を終えて」

n 

石川県理科教育研究協議会会長

石川県科学教育振興会副会長

松 原 仁
（金沢市立医王山小中学校長）

し）

平成29年のノ ー ベル買の発表は、 日本にとっては少
し寂しい状況であったかもしれません。 ここ数年、 化
学、 物理学、 生理学 ・ 医学などの受共が連続していた
ので、 なおさらそう感じる人も多いのではないでしょ
うか。 しかし、 私はノ ー ベル物理学買を受箕した「重
力波の直接観測」という功績に大きく心を揺さぶられ
ました。 重力波の存在を予言したのは、かのアインシュ
タインです。 しかも100年以上も前に••••••。 その予言
（いまとなっては「仮説」と言った方がいいでしょう。）
が実証されたのです。 やはり、 科学とは奥深いものだ
という感慨を持たずにいられません。 また、 その重力
波の観測に日本の研究チ ームが参加していることも、
大きなうれしさの要素でもあります。「超新星焙発」「ブ
ラックホ ー ルの合体」などから発生する時空のゆが
み・・・・・・。 それらを直接観測する。 昔、SFやアニメの
世界で言われていたようなことの実在が証明されたと
言えましょう。 そう思うとワクワクしてしまう自分が
います。 いま現代では夢物語にしか思えないようなこ
とが、 数年後、 数十年後には現実になっているのかも
しれません。「高度に発達した科学は、 靡法のように
しか見えない。」そうなのかもしれません。 だが、我々
人類は、 ひとつずつ知識を積み上げてきました。 その
知識や思考をいかに後代の人類に繋げていくのでしょ
うか。 その基礎を築いていく、我々、 理科教師の買務
は大変大きなものがあると思います。

さて、 今年の金沢大会は、 副題を「「深い学び」を
追究する主体的 ・ 対話的な理科学習jとして、 新学習
指埒要領にも取り上げられている「主体的 ・ 対話的で
深い学び」をいかに実践していくか、 ということを提
案・検討していく場として計画・運営されました。

当日は、 好天のもとで金沢市立富樫小学校•石川県
立金沢錦丘中学校 ・ 石川県立金沢錦丘高等学校におい

て、 公開授業、 分科会、 全体会が開催されました。 ど
の学校においても、 児童生徒同士の活発な対話が計画
的に展開された素晴らしい授業を、 参観させていただ
くことができました。

全体会の最初の挨拶にも述べましたが、 数年前から
アクテイプ ・ ラーニングという言葉が全国の教育界を
席巻しています。 その中でも、 最も早くからアクティ
プ・ラ ーニングを実践してきた教科が理科であると自
分は強く思っております。 児童生徒同士の「対話」を
進めることは大切です。「対話」することによって、
自分の考えを深めていけるのも事実だと思っています。
しかしながら最近は、「対話的な学び」 に縛られすぎ
てはいないか、 という思いも持っています。 意欲的で
活発な対話を促す課題を与えれば、 与えるほど「対話」
のみが重視され、 終末の大切な「まとめ」が浅くなっ
ているかのような研究授業を多く見てきました。 これ
でいいのでしょうか。

いま、「対話的な学び」を「深い」ものにするため
に最も大切なことは「カリキュラム ・ マネジメント」
だと思っています。 ひとつの単元構成、 その中の「ど
こで」主体的で対話的な深い学びを授業に組み込むの
か。 それこそ教師の力最として問われているのだと思
います。 そして、 それを考えるときには小 ・ 中 ・ 高で
その学習内容をどれだけ学んできているのかを知る必
要があると思うのです。

本県の理科大会は、 他県では類を見ないものです。
一日で小 ・ 中 ・ 高での授業実践を見ることができます。
そこから、 小 ・ 中 ・ 高への縦の系統性を考えていただ
きたいのです。

最後になりましたが、 今大会を開催するにあたりま
して、ご指禅、ご支援を賜りました石川県教育委員会、
金沢市教育委員会、 石川県科学教育振典会の皆様方な
らびに関係各位に心から厚くお礼を申し上げます。
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記念講演要旨

「身近な振動や動きから
エネルギーを取り出す」

～振 動 発 電～

金沢大学 理工研究域 電子情報学系
振動発電研究室

准教授上野敏幸氏
平成29年10月 18日0k)

会場 石川県立金沢錦丘高等学校
石川県立金沢錦丘中学校

の振動から発電できれば、 電池がいらないリモコンが

実現する。

昨今では、 空き巣や凶悪な犯罪、 お年寄りの孤独死

などが起こっている。 電池を使用しない無線センサー

を禅入することで、 少しの動きでもリアルタイムに送

ることができれば、 事件や事故の防止に繋がることも

期待される。

1. 振動発電とは

振動発電は、 振動や衝撃、 動きから電気エネルギー

を取り出す極めて汎用性の高い技術である。 これが実

用化できると、 電池の要らない無線センサー システム

およびリモコンが実現する。 振動を電源に橋梁やトン

ネルなどインフラの状態管理や、 機械のモニタリング

がメンテナンスフリー になり、 人やモノの動きを知ら

せることで防犯防災にも役立つ。 また、 デバイスの大

型化で、 キロワットの発電も可能で、 従来の風カ・波

力発電の代替も期待できるものである。 また、 振動発

電は、 利用されない振動から半永久的に発電できるの

で、 電池が不要になるというメリットが挙げられる。

発電可能な場所や実用例としては、以下の通りである。

く発電可能な場所＞

・自動車や鉄道の振動

・工場の機械や橋の振動

・ボタンを押す動きや足踏み

•取っ手や柱などの揺れ

・叩く、 ドアを閉めたときの衝黙

・波や水の流れ

く実用可能な場面＞

・車や人が通ると光る照明

．揺れると光る表示灯（衣類 ， カバン ， インテリア）

・電池のいらない無線センサシステム （自動車、橋、

工場など）

・電池の要らないリモコン（家電、照明、介護、医療）

．叩くと光る玩具や杖

2007年のミネアポリス高速道路や2012年の笹子トン

ネルの崩落事故では、 ボルトの緩みや金属疲労が原因

であった。 定期的な点検が必要であるが、 手間が非常

にかかる。 振動発電による無線センサー を活用すれば

電池交換が不要となり、 かつセンサー の情報を無線で

送信できるために点検に手間がかからず、 ニー ズの高

まりがある。 また、 自動車の振動に無線センサーシス

テムを応用することで、 複雑な配線が不要になり、 シ

ンプルで軽罷化することができる。 ボタンを押す動き

2 磁歪材料と振動発電デバイス

(1) 従来の振動発電

従来の振動発電としては、 圧電素子がある。 踏むと

発電する発電床を用いて、 東京駅の改札の下で実証試

験も行われてきた。 しかし、 圧電素子はほとんど実用

化されていない。 その原因として以下があげられる。

＜圧電素子の欠点＞

・セラミックスなので壊れやすい。

・板や薄膜なので高出力化が難しい。

・コンデンサー を用いており、 負荷で取り出せる電

力が小さい。

また、 ファラデーの電磁誘甜を利用した、 磁石を振

るタイプの振動発電は、 大型でコイルの磁力線の変化

が小さく、 低い発電力しか得られないため、 ほとんど

普及していない。 そこで、 磁歪材料を用いた振動発電

デバイスを考案した。

(2)磁歪効果と磁歪材料

〇磁歪効果とは

磁歪効果とは、 磁化するとひずみが現れる効果のこ

とである。 このときに起こる歪みのことを磁歪という。

また、 磁歪が大きい材料のことを磁歪材料という。

磁歪は、 磁気エネルギー から振動が生じるため、 エ

ネルギー 損失や騒音になるものであった。 そのため、

従来は磁歪を減らす材料開発が主流であった。

〇磁歪材科としての鉄ガリウム合金

米国海軍研究所磁性材料部門で開発され、 2000年に

論文が発表されている材料である。 磁歪特性は、 鉄と

ガリウムの比率で変化し、 ガリウム含有屎18.4％また

は18.6％において磁性がピ ー クをとる。 最大歪みはお

よそ200~300ppmで、これは組成、製法（単、多結晶）、

結晶粒、 方位の均一性、 後処理 （応力焼き鈍し） に依

存する。

•鉄と同じ延性材料で、 堅牢で優れた加工性を持っ

ている。 はんだや溶接で加工もでき、 ステンレス

で強固な構造体が容易に製作できる。 虻産にも適

しており、 強度も強いため、 衝撃が許容できる。

・逆磁歪効果が大きい。 逆磁歪効果とは、 適度に磁

化させた材料に応力を加えると、 その磁化が変化

゜
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する効果である。

．錆は一般的な鉄鋼より発生しにくい。 メッキや

コ ー ティング等の加工処理を行うこともできる。

これらの特徴をもつ鉄ガリウム合金は、 振動発電用

の材料として非常に優れた特徴を有する。また、 材料

コストは、 ガリウムの材料単価、 製法、 後処理、 形状

加工で決定される。 体積が小さい場合は、 材料単価は

ほぽ無視できるため、 シンプルで丈夫、 高い発電力、

使いやすい電源、 安い磁歪式振動発電デバイスの製作

が可能となった。

(3) デバイスの基本構造と原理

平行梁構造を基本としている。この構造のポイント

は力を拡大するメカニズムにあり、 てこの原理で、 小

さな曲げ力を大きな軸力に変換することができる。例

えば、 1 の曲げ力は20の軸力に拡大され、 磁気的な工

ネルギー の変化が平行餓の隙間に巻いたコイルで効率

よく電気エネルギー として取り出される。 また、 全体

の電気抵抗も小さく、 磁束が構造体内に集中し、 その

変化も効率よく発生する。

以上の原理が機能するには、 磁歪素子 が延性素材で

適度な剛性と磁性を持つことが必要であり、 現状では

この用途において鉄ガリウム合金が最も適している。

2017年現在においては、 平行梁からユニモルフ型が

用いられている。

(4) 汎用デバイスの仕様とその評価

理論効率の発電特性と耐久性を確保し、 シンプルで

安価な汎用デバイスが確立しつつある。小、 中、 大型

のサイズ設定があるが、 ここでは小型をもとに説明す

る。磁性素子（鉄ガリウム合金）は、4 X 0.5 X 13m吋(0.2g)

の板、 巻数3500のコイル(500Q)が巻 かれる。平行

梁をつくる磁性体（ステンレス）の厚みは0.5mmである。

400Hz、8G、 11意回の振動後に電圧を測定した耐久

試験では、 ほとんど劣化は見られず、 定格動作で半永

久の寿命と見なすことができる。

＜磁歪式の振動発電の特徴＞

•発生発電は 1 ~lOV

・エネルギー 変換効率は40%

・耐久性高く、 大型化にも適している。（発電力は

体和に比例し、kWオ ー ダー の発電も実現可能）

・コストも押さえられ、 ある程度の耐熱性がある。

3. 振動発電のloTへの応用

(1) I o Tとその現状

I o Tとは、Internet of Things（ モノのインタ ー

ネット） の略である。センサ ー と通信機能が組み込ま

れたモノがインタ ー ネットを通じてあらゆるものと繋
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がることである。 たとえば、 ドアのセンサ ー に無線モ

ジュ ールを取り付け、 クラウドネットワ ークを通して、

離れたところから感知することができるというもので

ある。 しかし、 予想されたほど普及していない。 その

原因として、 モジュ ールが100個、1000個あったときに、

電池を交換、 管理する手間や、 切れる心配が普及を妨

げていると考えられる。

(2) I o Tの電源に振動発電を

Io Tを普及させる上で上記の欠点を補う電池の要

らない振動発電の実現が有効である。振動発電を用い

ることで、 電池切れや電池交換の心配をクリアするこ

とができる。 具体的には、 ボタン電池は1 個200~300

円で、660時間(lmW)使用できるが、 振動発電デバ

イスでは、 1個300円程度で半永久的に使用でき る。

以下はその活用例である。

・不審者の通報

・橋梁の状態監視

•土砂崩れの事前通知

・地域の安全の見守り

・機械の状態監視

・鹿業での温度、 水位などの通知

•海洋の管理、 津波の通知

4. 再生可能エネルギーヘの可能性

(1) 環境発電（エナジー ハ ー ベスト） の比較

・光 発 電 光があれば常に発電できる。ただし、

室内光での発電餓は小さい。

・温度差発電 濫度差があれば常に発電できる。 ただ

し、 日常にある温度差は数℃しかない。

・振動発電 振動、 動き、 衝賑で発電できる。 源は

5. まとめ

機械振動や、 人・モノの動き、 波、 流

れなど多様である。また、 一瞬で大き

なエネルギー が取り出せ、 センサ ー の

役割も兼ねる。 例えば、 水面の上下で

の発電では、 水位の動きも知らせるこ

ともできる。

・振動発電で電池フリ ー 無線センサ ー やI o Tが実現

する。 ただし、 課題もあり、 実証試験が必要である。

•ものづくりのアイディアで応用は無限大である。 教

材としての利用も可能である。

・振動発電は、 数兆円のマ ー ケットで、 材料からデバ

イス、 応用まで多数の企業が参入できる。

・材科の巨大化、 低価格化で振動発電は再生可能エネ

ルギー ヘ。

’ 

center
四角形

center
四角形



翠翠認翠睾翠翠睾翠露羹翠‘綴睾翠睾睾綴姻翠翠‘綴‘綴‘綴‘認

第54回石川県理科教育研究大会 金沢大会

大会主題 「小・中・高をつなぐ理科教育のあり方」
副題 ～「深い学び」を追究する主体的・対話的な理科学習～
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く日 程＞

時間 8:20 - -

内 工又 公 移 公 移 ＾ ム 移 分 移
全 体 会

開 動 開 動 開 動
開 記 閉

授 授 授 科 ＾ ふ：、

業 序又 業 gi又 業 昼 会 講
ム云

容 付 1 付 2 付 3 食 云^ 動 式 演 式

ムヱ 石川 県立金沢錦丘中学校
金 沢市立窟樫小学 校

石川県立金沢錦丘中学校
石川県立金沢錦丘高等学校 石川県立金沢錦丘高等学校

8:40 9:30 9:40 10:30 10:45 11:30 12:50 14:10 14:30 15:00 16:30 16:40 

く公開授業＞ ゜
学 校 公 開 学年 教 科 授業者 単 元 名

公開l 1 理 科 友安 正人 力による現象
石川県立金沢錦丘中学校

公開2 2 理 科 上野 百世 屯流と磁界

1 化 学 上寺 勲 物質批と化学反応式
公開1

村田 大気と海洋2 地 学 哲夫
石川県立金沢錦丘窃等学校

物 理 沖野 信 一 運動批の保存
公開2

2 生 物 中口 憲 生命現象を支えるタンパク質

1 生 活 中島 瑶子 あきでたのしく あそぽう つくろう

2 生 活 林 節子 うごくうごくわたしのおもちゃ

3 理 科 福田 洋子 明かりをつけよう
金 沢市立宜樫小学 校 公開3

向出 とじこめた空気と水4 理 科 匠

5 理 科 村井 友紀 ふりこのきまり

6 理 科 濱高 大 一 水溶液の性質とはたらき

く分科会＞

＇ 

1 エ ネ ル ギー 2 粒 子
• 3 生 命 4 地 球

テ ー マ 「深い学び」を追究する主体 「深い学び」を追究する主体 「深い学び」を追究する主体 「深い学び」を追究する主体

的・対話的なエネルギー学習 的・対話的な粒子学習 的・対話的な生命学習 的・対話的な地球学習

提 小学校
小 飢 健 正 澤 田 剛 水 木 千 晶 小高井 知 美

（浜小学校） （条南小学校） （明成小学校） （若山小学校）

案 中学校
堀 祐 己 岡 元 恵里樹 外 惑 志 西 田 充 宏

（野々市中学校） （野田中学校） （羽咋中学校） （根上中学校）

者 高 校
労 網 健太郎 杉 村 恭 子 窪 川 党 恵 福 岡 光 師

（工業高校） （大型寺窃校） （金沢桜丘高校） （金沢泉丘高校）

運営委員
荒 砥 美 穂 加 藤 雄 一 筒 井 邦 治 菊 田 典 嗣

（兼六小学校） （伏見台小学校） （兼六小学校） （野田中学校）

司 会 者
倉 宗一郎 苫 良 大 毀 吉 本 敦 子 百 々 加奈子

（金沢西高校） （三馬小学校） （額小学校） （緑中学校）

亀 田 惑一郎 小 橋 昌 明 中 村 晶 子 岡 島 征 史
（小松教育事務所） （金沢教脊事務所） （教員総合研修センタ ー ） （中能登教育事務所）

助 言 者
哲 宏 垣 内 箕 司 石 井 寛 人 坂 口 浩 ＝

（教貝総合研修センタ ー ） （教員総合研修センタ ー ） （教員総合研修センタ ー ） （教員総合研修センタ ー ）

記 録 者
石 黒 陽太郎 池 田 敬 永 井 重 師 新 蔵 里 紗

（金沢桜丘高校） （金沢二水高校） （大野町小学校） （領中学校）

）
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第54回石川県理科教育研究大会
金沢大会を終えて

金沢大会実行委員長

山 崎
ム
口

‘
、
I

（金沢市立三馬小学校長）

ハ

u 

心配された天候にも恵まれ、 平成29年10月18日、 第

54回石川県理科教育研究大会金沢大会が石川県立金沢

錦丘尚等学校・中学校そして金沢市立密樫小学校を会

場として開催されました。

大会開催にあたり、 ご指尊、 ご支援ならびに、 後援

を頂きました石川県教育委員会、 金沢市教育委員会、

石川県科学教育振興会、 石川県小中学校教育研究会を

はじめ、 関係の皆様に心より感謝申し上げます。 また

当日は駐車場確保のため近隣の金沢市立伏見台小学校

の校長先生をはじめとする当校の皆様にも多大なるご

支援賜りました。 併せて御礼申し上げます。 こうした

皆様のお力添えのおかげをもちまして大会には270名

を超える参加を頂き、 盛大に開催することができたと

安堵しております。

次期学習指祁要領では、 査質・能力の3つの柱であ

る「知識 ・ 技能」「思考カ ・ 判断カ・表現力等」「学び

に向かうカ・人間性等」の育成を目指して、 主体的·

対話的で深い学びの視点から学習過程の改善が求めら

れています。 こうしたことを受けて今大会の副題を

「「深い学び」を追究する主体的・対話的な理科学習j

と設定し、 授業設計と分科会運営に取り組みました。

また記念講演では、 金沢大学理工研究域電子術報学

系の上野敏幸准教授より「身近な振動や動きからエネ

ルギー を取り出す～振動発屯～」と題してご講演を頂

きました。 蔽先端の技術と、 実社会での活用について

の具体的なお話に大変感銘を受けました。

今回の大会では、 公開授業を担当して頂いた先生方

に参観者からの意見をフィ ー ドバックする方法はない

かと考え、「授業感想コ ー ナー 」を設け、 感想を記述

する付箋を用意させて頂きました。 しかしながら事務

局からのアナウンス不足もあり、 十分な活用がなされ

たとは言い難い面も感じられました。 こうした反省を

今後の大会に生かして頂けたら幸いと存じます。

最後になりましたが、 ご助言頂きました先生方、 授

業者の皆様、 提案者の皆様、 会場校の皆様、 大会を支

えて頂いた多くの皆様に感謝申し上げ、 大会の報告と

御礼とさせて頂きます。

理科教 育功労者

1. 小学校の部 金沢市立西南部小学校

校長 吉田 弥

初任時より、 金沢市小学校教育研究会理科部会に所

属し、 児童の興味関心を引く実験や活動を工夫して実

践する等、 理科教育の発展に尽くしてきた。 昭和58年

度から33年間、 金沢市児童科学教室や金沢市少年少女

発明クラブで、 指埒員として子どもたちを指蔚したり、

副室長として教室の運営を行うなど、 科学好きな児童

の育成に尽力してきた。 また、 金沢市教育委員会主催

の理科実技研修会の講師、 金沢「匠」熱の講師、 石川

県理科協会発行の「理科の学習」編集委員を務め、 教

員の理科授業力向上に尽くしてきた。 また、 石川県理

科教育研究協議会の幹事（会計兼務）を長年務め、 会

の運営に携わってきた。

ヽ

2 中学校の部 金沢市立内川中学校

教諭 水上 喜久

長年にわたり、 金沢市中学校教育研究会理科部会に

所属し、 部会の活動等に関わり理科教育の発展に尽く

してきた。 また、 平成26年から2年間、 金沢市教育委

員会学校指琳課指蔚主事として金沢市教職員の賓質向

上に向けて的確な指禅·助言を行い、 平成28年より金

沢「匠」塾の講師として、 学校の枠を超えて教科指森

等における教育技術を若手教員に伝え、 若手理科教員

の授業力向上に努めてきた。

これまで、 勤務した学校では生徒の科学研究作品の

指埒に力を入れ、 個人炊·学校政の受宜に貢献すると

ともに、 日本宇宙少年団金沢支部に所屈するなど、 理

科教育の振興に大きく寄与している。

3 高等学校の部 石川県立小松高等学校

教諭 橋本 秀美

小松市立女子高等学校を初任に、 石川県立松任高等

学校、 石川県立小松明峰高等学校、 石川県立小松高等

学校と勤務し、 主に化学の授業を担当するとともに、

理科系部活動や課題研究を通して生徒の指蔚にあたっ

てきた。 この間、 加賀地区化学教育研究会で開発した

「授業に役立つ演示実験集」などの冊子の編集に携わ

り、 石川県高等学校理化研究会にて研究発表するなど

化学教育の充実•発展に寄与した。 また、 石川県高等

学校教育研究会理化部会の実験魯検討委員や理化部会

理事等を長年にわたって務め、 本県の理科教育に大き

く貢献した。
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1第1分科会：エネルギ― | (3) 高等学校より

「深い学び」を追究する主体的・対話的なエネルギー学習
I.提案趣旨の概要

(1)小学校より 能美市立浜小学校
教諭 小嶋 健正

， 

「おもしろい！」「やってみたい！」理科の芽を育てる
~「深い学びを追究する主体的・対話的な理科学習j
を目指して～
① はじめに

理科の学習が始まる小学校3年生段階で理科のおも
しろさを感じさせたい。また実験の進め方・結果の考
察の基礎を身につけさせたい。
② 取組と内容

実感を伴った理解を目指して、物に触れる時間を十
分にとった。また、実験ノ ー トづくりに力を入れるこ
とで、課題、実験方法、結果、考察、 まとめの一連の
流れをはっきりさせることを目指した。
③ 成果と課題

児童の租極的な実験への参加、さらなる探究心の芽
生えなど学習の様子や反応に良い変化が見られた。一
方、実験結果の数値の扱い（グラフは未習）や、実験
ノ ー トを作る時間や制作にかける時間がかかるという
課題もある。

(2)中学校より 野々市市立野々市中学校
教諭 堀 祐己

「深い学び」を追究する主体的・対話的な学習を目指
した授業実践 ～身近な題材を利用した平均の速さと
瞬間の速さを通して～
① はじめに

「深い学び」には、生徒が考えたくなる課題である
こと、深めるに値する課題であることの二点が重要で
ある。
② 取組と内容

身近な題材（修学旅行で訪れた「あべのハルカス」

のエレベ ー タの動画）を用いて課題を設定し、さらに

「予想」と「結果」にギャップをもたせることで、生
徒の興味•関心の向上を図った。
③ 成果と課題

身近な課題ということもあり、積極的に話し合いを
交えながら考える姿が見られた。また生徒による授業
の振り返りでは、さらに深い学びへの可能性を感じさ
せるものもあった。

石川県立工業高等学校
教諭 労網健太郎

PDCA サイクルを意識したアクティブ・ラ ーニング
型授業の工夫・改善
① はじめに

アクティブ・ラ ー ニング(AL)型授業の手法は多
様であり、教師·生徒によって その印象も多様である。
② 取組と内容

書籍で紹介されているAL型授業の実践、授業後の
教師•生徒の自己評価をもとに改善を繰り返し、より
良い手法を模索した。
③ 成果と課題

生徒の学習意欲の向上や、知識·技能に関する授業
評価の低評価の半減などの成果が見られた。その一方
で情報過多となり、生徒にとって情報の選択が困難に
なることや、活動の時間が増えた分、生徒の勝手な行
動が増えるなどの課題がある。 ゜

II.まとめ（助言者より）
小・中学校の提案について

エネルギー 分野は「もやもや」した捉えにくいもの
であり、 それを不思議と感じることで終わらせず、発
達段階に応じた「なるほど」につなげることが大切で
ある。そのためには学習指祁要領で示される発達段階
に応じた学習内容の系統的理解が必要である。特に小
学校の実験においては、理科の楽しさを感じさせるた
めに「遊び」から入ることは有効であるが、遊びと実
験をしつかり区別することが重要である。また実験結
果のばらつきに対しては、安易に誤差や実験のミスと
して扱わずに、なぜばらつきが出たかの原因を考えさ
せることで、深い学びにつなげることが出来る。
高等学校の提案について

ICTの発達によって、これ まで教育現場で扱うこ

との出来なかった実験や計測が出来るようになり、授
業の可能性が大きく広がった。一方で ICTが情報過
多を招いており、 教師と生徒両方にとって本当に重要
なことが絞りきれなくなっている。ICT機器の利用
や、AL型授業など手法に関心が向きがちであるが、
最も大切なのは課題設定であり、その課題に対して様々
なプロセスを用意できることが望ましい。また学習指

祁案が完璧でも、う まくいっていない授業を見ること

も少なくない。教材の工夫や生徒に応じた場の修正能

カ、柔軟な授業作りが重要である。ICTを効果的に

使った教材の研究に努めてほしい。

（記録：石川県立金沢桜丘高等学校 石黒 陽太郎）

、

J

-6-

center
四角形

center
四角形



（ヘ

し

1第2分科会：粒子I

「深い学び」を追究する主体的・対話的な粒子学習
I.提案趣旨の概要

(1)小学校より 津幡町立条南小学校
教諭澤田 剛

酸素と二酸化炭素を粒子モデルで関係づけて進める6
年の授業
① はじめに

燃焼の仕組みの学習では、酸素、二酸化炭素、窒素
などが登場するが、単元として 「知識 ・ 理解」と 「技
能」を重視してしまう。しかし、「科学的な思考 ・ 表現」
を璽視し、児箪にもっと粒子を意識させたいと思い、
実践を行った。
② 取組と内容

教科書の表記にある粒子モデルを炭素は●に、酸素
はOに、二酸化炭素は●0に変更した。また、地球の
大気の組成を図習館で調べるなど、学習展開も変更し
た。児童たちには、粒子モデルを用いて実験における
予想や説明用の イメ ー ジ因を魯かせた。単元終了後の

「動物のからだのはたらき」などにおいても、粒子モ
デルを用いて授業を展開した。
③ 成果と課題

粒子モデルを用いることで、児童たちは粒子モデル
や イメ ー ジ図への抵抗がなくなり、進んで図を害いて
考えるようになった。また、粒子モデルを変更したこ
とで、酸素と二酸化炭素の関係の理解が深まったと考
える。燃焼、呼吸などにおいても粒子モデルを用いる
ことで、さらに理解しやすくなると期待できる。

(2)中学校より 金沢市立野田中学校
教諭 岡元恵里樹

粒子分野における学びのデザインの工夫 ～主体的・
対話的で深い学びを目指して～
① はじめに

中学校における粒子分野では、学年が経過するごと
に学習内容が深まっていく。そこで、1年次で粒子の
概念について考えさせ、基礎基本を身につけ、主体的
に学ぶ姿勢を育成することで、学年が経過すると主体
的 ・ 対話的な深い学びができるようになるのではない
かと考え、前任校の一年生を対象に実践を行った。
② 取組と内容

7つの実験を通してどのような力をつけさせたいか、
目指す生徒の姿を明確にし、指瑞面で重点すべき点を
見直した。実験「白色粉末の区別」においては、「レポー

トの害き方・結果の表現」をつけたい力として授業を
行った。生徒たちには、同じ実験を行っていない人に
も伝わるような表現を使って結果を魯くことを意識さ
せ、全体の場で実験の結果を発表させた。
③ 成果と課題

アンケ ー トで成果と課題を確認した。小学校で学ん
だことをさらに知りたいと思う生徒が多かった。また、

「実験の様子をよく見る」→「結果をわかりやすく表

-7-

現する」→「考察を深く考える」→「さらに詳しく知
りたい」という主体的で深い学びのサイクルにつなが
る力がついているといえる結果であった。今後、中学
校3年間を見通した理科教育を考えていく必要がある
と考える。

(3)高等学校より 石川県立大聖寺高等学校
教諭 杉村 恭子

生徒の主体的な活動を取り入れた化学実践
① はじめに

どうすれば生徒自身が考える授業となるか、どのよ
うな分野でどのような実践を行えば、より効果的であ
るか考え、日々授業を展開している。その実践につい
ていくつか紹介する。
② 取組と内容

1年生では、イオンの形成と組成式についてジグソ ー

法を用いて授業を展開した。2年生では、体心立方格
子の説明をした後、面心立方格子を自分たちで考えさ
せ、発表させた。3年生では少ない時間でも実験をす
るようにしており、教師による演示実験ではなく、生
徒たちが実験できるような工夫を日々行っている。
③ 成果と課題

ジグソ ー法は生徒に好評であり、他の学習分野にお
いても実践していきたい。しかし、アクティブラ ー ニ
ングを取り入れにくい単元も中にはある。仮説を立て
ることは大切であるが、生徒たちには、仮説をたてた
後の検証方法について自ら考えて実践するという力を
身につける授業展開を今後も考えていきたい。

II.まとめ（助言者より）
小学校の提案について

粒子モデルを工夫することで、学習活動が増え、深
い学びとなった取組であった。児童の思考を考えて、
粒子モデルを用いるタイミングを考えることが大切で
ある。また、他の単元においても粒子モデルを用いる
ことで、理解もさらに深まるであろう。中学校につな
がるよい提案であった。

中学校の提案について
単元においてどのような力をつけさせたいかと考え

て、授業の計画をたてた点が良かった。また、生徒間
で対話し、結果の共有をさせることで、より多くの情
報を得られ、迎った視点というものを持つことができ、
主体的な学びになるであろう。言語活動と体験をつな
げたよい発表であった。

高等学校の提案について
ジグソ ー法による主体的で対話的な活動、深い学び

を取り入れた良い取組であった。生徒たちは自分でも
できると思うと主体的になる。そのような思いにする
ためにも、教師の十分な準備と支援が必要である。ま
た、生徒が間違えたものを授業に取り入れいくと、よ
り深い学びにもつながる。

（記録：石川県立金沢二水高等学校 池田 敬）
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1 第3分科会：生命 I

「深い学び」を追究する主体的・対話的な生命学習

I. 提案趣旨の概要

(1) 小学校より

ィ

金沢市立明成小学校

教諭 水木 千晶

「深い学びjにつながる理科学習に向けて ～3年「昆

虫を育てよう～昆虫を調べよう」の学習を通して～

① はじめに

主体的な学び・対話的な学びから深い学びへとつな

がる理科学習を目指し、「①見通しをもって粘り強く

取り組み、 次につながる学びとなるために」「②自分

の考えを、 他者との対話（関わり）によって広げるた

めに」という2つの視点から実践を行った。

② 取組と内容

第3学年「昆虫を育てよう」の単元で実践を行った。

視点1の取組として「身の周りの事象から見通しを持っ

た問題意識を生み出す」「子どもの思考が連続し、 既

習を生かせるようにする」「専門性の高い施設を利用

する」 「ゴ ー ルをものづくりに設定する」の4つを、

視点2の取組として 「活動の中で、 対話の場を設定す

る」「ワ ー クシー トを工夫する」「板密による、 関わり

の場を設定する」の3つを行った。

③ 成果と課題

十分な体験活動と教材を児童が主体的に比較できる

場を設定し、 専門性の高い指瑞を行うことで、 児童は

自ら疑問を持ち、 質の高い課題を生み出すことができ

る。 また、 対話の場、 ワ ー クシー ト、 板杏を充実させ

ることが知識や見方・考え方を広げる対話を築く手立

てとして有効だった。

(2)中学校より 羽咋市立羽咋中学校

教諭 外 憲志

生徒の主体性を引き出す授業の工夫

① はじめに

生命領域は、 教える内容も多く、 教え込みになりが

ちであり、 深い学びにならないことが多いと感じられ

る。 また、 生命の分野は理解できるが、 それほど好き

ではないという生徒が少なくないと感じ、 生徒の主体

性を引き出すための実践を行うことにした。

② 取組と内容

手立ての1つとして、 生徒同士による顕微鏡の使い

方のテストや用語の確認、 話し合い活動による問題解

決といった対話的な学習を充実させた。 また、 進化や

消化管の学習においては、 生徒の学習の振り返りを用

いて課題を設けることも行った。 さらに、 生徒が釣っ

てきたアジを解剖させたり、 豚の肺の実物を観察させ

たり、 ブロッコリ ーのDNAを抽出させたりと実物に

触れさせることを大切にした。

③ 成果と課題

対話的な学習を重視することで、 生徒同士の発言に

よって深まりのある話し合いができるようになった。

振り返りを生かすことは、 課題解決への意欲の嵩まり

につながった。 実物に触れることは学習意欲の向上に

加え、 発展的な課題への自主的な取組を生み出すこと

にもつながった。 負担が大きい部分もあるため、 計画

的にこれらの活動を行っていくことが必要である。

(3)高等学校より 石川県立金沢桜丘高等学校

教諭 窪川 寛恵

アクティブラ ーニングによる日常生活の事物現象を多

面的に探究する姿勢の育成

① はじめに

生徒の現状として、 探究心の減退や表恩的な理解で

止まる姿が見られるようになった。 また、 生活知と学

校知の統合もできていない。 原因としては、 自然体験

や興味関心・知識獲得の不足、 理科への関心の乏しさ

が挙げられる。 そこで、 学びの先にあるものを教材と

して取り入れることで、 生徒の関心を喚起できるよう

にした。

② 取組と内容

免疫システムや先端科学、 新型ウイルスについて学

習し、 先端科学を医療にいかに応用させていくかを考

える場面を設けた。 また、 筋収縮のしくみの学習とバ

イオテクノロジー の技術についての学習、 動物の系統

分類についての学習を関連させ、 生徒が思考する場面

を設けた。

③ 成果と課題

日常生活の生命現象について論理的に思考しようと

する様子が見られるようになった。 また、 思考したこ

とを表現することに対する抵抗感が減少した。 さらに、

生徒自身が新しいことに挑戦し、 偉大な発見ができる

ように望むようになった。 主体的学習の更なる深化の

ために、 発問内容の工夫や基礎学力の定着、 他教科と

の関連付けといったことに力を入れていく必要がある。

。

II. まとめ（助言者より）

小学校の提案について

・児童に見通しを持たせることや各領域における見方

を働かせるように意図すること、 技能の習得、 専門

家との連携、 観察記録等を用いた交流の充実が大切

である。

中学校の提案について

・実物を用意し、 たくさんの物に触れさせることが深

い学びにつながる。

・必要感のある課題を設定することで、 グルー プ活動

が充実していく。

高等学校の提案について

・学校知と生活知がつながると、 生徒の学ぶ意義が明

らかになり、 能動的な学習へとつながっていく。

•生徒に意見を出させる中で、 思考を深める声かけを

すると良い。

（記録：金沢市立大野町小学校 永井 重輝）
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1 第4分科会：地球 I

「深い学び」を追究する主体的・対話的な地球学習

I. 提案趣旨の概要

(1) 小学校より 珠洲市立若山小学校

教諭 小高井知美

実体験を通して「深い学び」を追究する主体的・対話

的な地球学習 ～かげの動きから太陽の動きへ～

① はじめに

「深い学び」とは遊び、 実験、 観察、 体験、 経験な

どの実体験から「どうしてだろう？」と疑問や気づき

が生まれ、 自然に対話的な学習になることをいう。単

元目標を達成しつつ、 単元の内容を実体験の流れに合

わせて指尊計画を立てた。

② 取組と内容

第3学年「太陽とかげの動きを調べよう」の単元で

行った。実体験とは、 遊び【かげふみおに】・実験【か

げの1日の動き】・観察【太陽の動き】・体験［太腸の

光を光源に変えてかげをつくる］・経験 【太陽はどの

くらい高くのぼるのか】である。

③ 成果と課題

実体験→考える→実体験のサイクルが繰り返され、

深い学びをする姿が見られた。実体験における教師の

意図とその仕掛けをしつかり持っておくことが大切で

ある。思考できたが、 最後の疑問「どうして太陽は東

→南→西に動くのか」を次回学ぶときの持ち越しと

なった。

(2) 中学校より 能美市立根上中学校

教諭 西田 充宏

地域教材を使って、「深い学び」を追究する岩石や鉱

物の学習 ～岩石割りからの鉱物調べと、 砂金探し～

① はじめに

松東中学校は生徒数が少なく、 小学校6年生を対象

とした体験入学が行われ、 汽料館の見学など校外学習

を体験できるのが魅力である。岩石について学習する

のは第1学年3学期だが、 実践は2年生で行った。理

由は、 尾小屋鉱山賓料館が冬季開館されていないため

である。総合「地域調べ」と関連して、 校下の河川で、

砂金探しをした。

② 取組と内容

尾小屋鉱山査料館の館長の説明や2人の先生も加

わって安全面に配慮しながら岩石割りができた。校下

の川で砂金を探したところ、 砂鉄、 オパ ー ル、 水晶の

かけらなど見つけた。砂金がとれるかもしれないとい

う期待感が得られた。

③ 成果と課題

地域の教材から、 自分がまだ知らない地域のことを

学べた。結晶がとてもきれいだったり、 金に惹かれた
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り、 生徒が興味を持ちやすい内容となった。自分から

調べたいという気持ちを継続的に持ち続けられるよう

な学校に合わせた内容を考えると効果的である。

(3) 高等学校より 石川県立金沢泉丘高等学校

教諭 福岡 光輝

地学基礎でできるアクティブラーニング型授業の提案

① はじめに

地学基礎の科目の特性上、 アクティブラ ー ニングが

しにくいと考えた。そのため、 初任者研修を経て学ん

だことからたくさん実施した。しかし、 本当に「主体

的・対話的で深い学び」ができているのか疑問だった

ため、 協議を踏まえさらに改善し、 今後の授業に

活かす。

② 取組と内容

ペア、 グル ー プ学習のために、 一人で考える時間の

確保、 役割分担、 座席配置の工夫を行う。単元の発展

課題に挑むために、 ヒントの提示の仕方の工夫、KJ法、

ジグソ ー法などの方法を使う。グルー プ学習がしやす

い教室環境で、 意見を出した後の発表までサポ ー ト

する。

③ 成果と課題

教師も生徒も発展課題を解決するための準備や既習

事項の定着が必要である。知識不足のままでは課題の

正解までたどり箔かない。教師も生徒も答えを作り出

すので、 力がつく。現時点での取組方法なので、 さら

によりよいアクティブラ ー ニングを使った授業を考え

ていきたい。

II. まとめ（助言者より）

小学校の提案について

・体験させることを大切にしていたので教科の特性と

してこれからも大事にしてほしい。

・単元目標に合わせて計画を立てていることがすばら

しかった。

・学力調査では、「太陽とかげ」の正答率に課題が見

られるので、 改善事例として紹介したい。

中学校の提案について

・自然素材は意欲を掻き立てられる。体験した生徒は

自分の実体験として心に刻み、 成長していく。

・地域の先生から学ぶ魅力を梢極的に発信してほしい。

高等学校の提案について

•生徒の「なぜ？」を大切に、 よりよくなるように授

業を改善している。

・ 地学の基礎知識としてとどめることなく、 空間的な

広がりをみせるような内容に変えていくことが今後

も求められる。

（記録：金沢市立額中学校 新蔵 里紗）
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公開授業風景

食金沢市立富樫小学校

1年あきでたのしく あそほう つくろう 2年 うごくうごくわたしのおもちゃ

4年 とじこめた空気と水 5年 ふりこのきまり
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3年 明かりをつけよう

゜

6年 水溶液の性質とはたらき

森石川県立金沢錦丘中学校

1年 力による現象 2年 電流と磁界

＊石川県立金沢錦丘高等学校

）
 

1年化学 物質登と化学反応式

2年物理 運動置の保存 2年生物 生命現象を支えるタンバク質
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2年地学 大気と海洋
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睾饂露鯛響麟躙疇県内の各研究会活動鯛攣鬱露瓢露麟躙

I 加賀市学校教育会小学校理科研究部会 I
【会員数】 28名
【会 長】竹中 哲男 校長（作見小）
【研究主題】

「深い学び」を追究する主体的・対話的な理科学習
【活動内容】
. 5 月 11日 組織会

今年度の組織、研究主題、研修計画を決定した。
. 7 月 24日 第1回研修会（於 金沢地方気象台）

気象台の役割・気象予報の見方 ・ 九 ‘}l·I豪雨災害 ・

学校防災についての講話、気象状況の情報収集の仕
方や天気予報を発表するまでの流れの説明の後、気
象観測室や露場を見学し、いろいろな機器や実際の
気象情報画面などを見ることができた。

·8月 9日 第2回研修会（於 加賀市内）
中田幸宏教頭（金明小）、西野武土教諭（橋立小）

を講師として、南郷小横の蕗頭や片野海岸、加佐岬
で見られる地庖観察会を実施し、ここで見られる地
層や岩石、化石をどのようにして学習に取り入れる
かについて話し合った。

· 10 月 18日 石川県理科教育研究大会金沢大会に参加
. 11 月 14日 第3回研修会（研究授業参観）

（於 山中中）
単元名 2年「天気とその変化」
授業者 小野 公平 教諭（山中中）

小中連携を目的に中学校の授業を参観し、小中合
同の整理会にて、研究授業についてや、理科の学習
のつながりなどについて話し合った。その後、本部
会のみで、今年度の活動の反省や改善事項、次年度
の予定、県理科大会に向けて話し合った。

（山代小 下野 哲夫）

I 加賀市学校教育会中学校理科研究部会 I
【部貝数】 13名
【部 長］松下 雅和 教諭（東和中）
【研究主題］

「学びあいを取り入れた理科の指磁法について」
【活動内容］
. 5月11日 第1回研修会

（組織研究主題研修計画）
·7 月 25日 第2回研修会（於 いしかわ動物園）

動物園がレジャ ー施設としてだけではなく、社会
教育施設としての役割を果たすために行われている
内容について、バックヤ ー ドを見学しながら講義を
受けた。

·8月 9日 第3回研修会（於 橋立中）
ヤガミによる新型実験器具をいくつか紹介しても

らった。ガスコンロについては、火の大きさが広が
りすぎず、各グルー プが同じ火力で実験を行える利
点がある。デジタル式の電流計や電圧計は、地流や
電圧の大きさによって、マイナス端子を付け替える
必要がなく、メモリの読み方の指郡も行う必要がな
くなる。どちらについても、機器の操作方法の指祁
時間を短縮すること、実験を安全 ・ 正確に行うこと、
正確な結果を出して考察を行いやすくすることに役
立っていると感じた。ガスバ ー ナーや電流計、電圧
計の操作は実生活で使うこともないのだが、入試問
題などで扱われる可能性を考えると指禅しなければ
ならないという話し合いが行われた。そのほか、手
作りモー タ一体験や、示温インクも紹介された。

. 11 月 1 4日 第4回研修会 研究授業及び協議会
（於 山中中）
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単元名 2年「天気とその変化」
授業者 小野 公平 教諭（山中中）

今年度も小学校部会と合同で行った。「次の日の天
気を予報しよう」の課題で授業を展開した。 4人グルー

プで、 2日間の天気図と気象情報をもとに翌日の天気
を予想し、テレビ番組のように天気予報を行った。整
理会では、成果として、タブレットなどのICTや、カ
ラ ーの大きな天気図を活用することで生徒の意欲が高
まっていたことや、天気予報の内容が根拠に基づいて
考えられていた点があげられた。課題としては、原稿
を考えるときにポイントを押さえておくことや、思考
する場面の時間を確保するための時間配分の工夫など
があげられた。小中合同で研修会を開催することは、
小学校部員は中学校までの見通しを持った指尊の意識
が高まり、中学校部員は小学校での既習内容を考慮し
て指導計画を立てる意識が高まり、両部貝とも児童生
徒の学力向上に役立っている。

（東和中 松下 雅和）

I 小松市教育会理科研究会 I
［会員数】 50名（小学校26名、中学校24名）
［会 長］任田 宏之 校長（符津小）
【研究主題］理科教育の充実を目指して、最新の科学

情報収集や授業改善 ・ 指埒力向上に努める
【活動内容］
. 5 月8日 組織会・講話と実習（於 芦城小）

講師 任田 宏之 校長（符津小）
内容 葉の気孔の簡易観察法の紹介

①直接観察法：シマフムラサキツユクサを使用し
て、葉の気孔を 直接的に観察。

②レプリカ法：マニキュア（トップコ ート）を使
用して、葉の気孔を間接的に観察。

. 6 月 7日 施設見学（於 小松市立博物館）
講師 梨木之 正 氏（同館学芸員）
解説 小松の石文化に学ぶ

①2階フロアにて：小松市の地質の基盤は凝灰岩
であり、この凝灰岩が小松の石文化の基になっ
ていることと、尾小屋、金野・金平地区の旧鉱
山付近の地質や鉱石について学習した。

②3階フロアにて：小松市に生息する動物の種類
や生態、 ニ ホンジカによる牒作物や樹木の被害
や熊の危険性について学習した。

. 7月 26日 講話および工場視察
（於 小松精練株式会社）

内容 炭素練維を使用した耐震補強剤等の最先端技術
①「fa-bo」見学：耐震補強構造フ ァブリック ・

ラボラトリ ー の通称「fa-bo」の見学およびそ
の内部にある小松精練の製品、最先端の技術、
開発の歴史等の展示物を見学した。

②工場見学：染色の工程や環境への取り組みにつ
いて見学した。また、最先端のファッションファ
プリック、高機能ファブリック、ハイテク ・ エ
コ建材の製品について説明を受けた。

. 10月 11日 研究授業 ・ 授業整理会（於 芦城中）
単元名 2年「動物の分類」
授業者 中村 早希 教諭（芦城中）

「生徒が解決意欲をもてる課題であったか」「生徒
が既習や賓料を根拠に自分の考えを表現していたか」
という2つの視点で授業研究が行われた。授業整理
会では 「興味がもてる課題設定であり、既習が生か
されICTもよく活用されていた」「課題から授業展
開に向けた授業設計部分は適切であった」など、活
発に意見交換がなされた。
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. 1 月17日 講演会（於 小松市民センター ）
演題 「我がコ ー ヒ ー ヘの途」
講師 廣瀬 幸雄 氏

（中谷宇吉郎雪の科学館館長）
（東陵小 齊官 重治）

1 能美市学校教育研究会理科部会 I
（会員数】24名（小学校11名、中学校13名）
（会 長］山口 雅子 校長（宮竹小）
（研究主題l

「授業力向上 ～主体的・対話的で深い学びとなる
授業づくり～」

【活動内容】
·4月26日 組織会（於 寺井地区公民館、寺井小）

今年度の組織、活動内容、研修計画の検討。
·8月2日 研修会（於 寺井小、サイエンスヒルズこまつ）

①11月に行う研究授業に向けて、模擬授業と指祁案
検討を行った。教材 ・ 教具の工夫や児童への発問
の仕方などについて、活発に意見交換が行われた。

②サイエンスヒルズこまつを見学した。辰口中科学
技術部の生徒も参加し、生徒とともに科学の楽し
さや奥深さなどを改めて実感することができた。

. 11月10日 研究授業等（於 寺井小）
①研究授業

単元名 5年 「流れる水のはたらき」
授業者 曾野 元 教諭（寺井小）

「浸食、運搬、堆積」のはたらきを、実験を通じ
て見出す授業であった。実験器具が工夫されており、
児童は興味•関心をもって実験に取り組むことがで
きた。また、生徒の発言をつなぐ授業者の関わり方
も適切で、主体的 ・ 対話的な学びが実現されていた。

②おすすめの授業実践交流I
小、中に分かれて、おすすめの授業実践につい

て交流した。授業のワ ー クシートや学習指郡案な
どを共有し、授業力向上について議論を行った。

·2月28日 総括会（於 寺井地区公民館、寺井小）
①おすすめの授業実践交流II
②来年度県理科大会分科会発表粕査

「生命」 分科会での提案について、発表者から
の説明後、意見交換を行う予定である。
③今年度の総括と来年度の方針等

（辰口中 斉田 正春）

1 川北町学校教育研究会理科研究会 I
【会員数】 7名（小学校4名、中学校3 名）
【会 長】山口 泰之 校長（川北中）
【研究主題l 「小中連携した理科教育のあり方」

～子どもの思考を生かし深める授業を目指して～
【活動内容】
. 5月12日 研究会組織会（於 川北中）

今年度の組織を決定し、昨年度出された課題に基
づき、本年度の活動内容、研修計画等について協議
した。

. 5月30日 学習会（於 川北中）
今年度の研究テ ー マに沿って学習会を実施。「実

験道具の使い方、その時のチェッ クポイント」につ
いて、実践例を用いて協議した。より深い学びに祁
くための指祁の実践について、中学校からは、生徒
自らが実験方法を考え行う事例や、デジタル教科書
を使うことで生徒の理解や典味が深まる例について、
小学校からは、実験道具の工夫で実験がスム ー ズに
進む事例について、それぞれ協議題が出され、話し
合いが行われた。

·7月31日 指淋案検討会（於 川北中）

10月25日に行われる研究授業に向けての指尊案検
討。「か：課題をつかもう、わ：わかりやすく伝え
合おう、き：今日の学びをまとめよう、た：確かめ
よう。できるかな？」という『かわきた授業スタイ
ルjに沿った形で授業検討を行った。そこでは、課
題提示の工夫や考えを深める場面の設定方法、学習
のまとめから定培への流れなどについて意見交換が
なされた。指禅案検討後、模擬授業を行い、生徒の
思考の流れを想定しながら意見交換を行い、より良
い授業にするための方策を話し合った。

· 10月25日 研究授業（於 川北中）
単元名 1年「ものの見方」
授業者 中村 公ー 教諭（川北中）
助言者 亀田 憲一郎 指沿主事

（小松教育事務所）
「ものが見えるというのはどういうことなのか」

という学習課題。小学校での既習事項を思い出すと
ころから始め、丸底フラスコ内に水を入れるときと、
入れないときでの見え方の違いを体験してみたり、
プリズムを用いて太陽光にはいろいろな色が混ざっ
ていることを体験するなど、生徒の興味•関心を引
＜課題提示のエ夫が見られた。夕焼けや朝焼けがな
ぜ赤色になるのかを考察する場面では、実験結果を
基にグル ー プによる生徒の意見交換や話し合いが親
和的な雰囲気の中で行われ、学びの深まりが見られ
た。授業整理会では「かわきた授業スタイル」につ
いて、小、中教員がそれぞれの立場で建設的な意見
交換をすることができた。亀田指琳主事からは他校
での実践例などを交えてご助言をいただくとともに、
新学習指蒻要領実施に向けてのこれからの理科教育
の方向性についても本研究会の研究主題に絡めて具
体的にご指蔚いただいた。

（川北中 中村 公一）

I 白山市学校教育研究会理科部会 I
【会員数】43名（小学校24名、中学校19名）
【会 長】本保 義浩 校長（美川中）
【研究主題】

「小 ・ 中 ・ 島をつなぐ理科教育のあり方」
～ 「深い学び」を追究する主体的・対話的な理科学習～

［活動内容］
部員の理科教育についての査質向上を目指し、研

究授業を中心に捉え、講習 ・ 見学会・観察実験の技
能向上を含めた研修を小中学校別に実施している。

·5月2日 組織会（小 ・ 中学校部会）
今年度の研究主題 ， 組織 ， 研修内容と計画の決定。

·5月31日 第 1回研修会（施設見学・講習会）
く小学校部会＞ （於 石川県立自然史査料館）
桂嘉志浩t専士（同館学芸貝）による地思、地震、火山、

岩石、鉱物の謡義と同館のバックヤ ー ドと同館見学。
く中学校部会＞ （於 いしかわ動物園）
同園は4つの役割（「レクリエーションの提供」、「教

育普及活動」、「動物福祉 ・ 種の保存」、「自然保護への
貢献」） を担っていること、また、動物と環境と人類
にとっても、やさしい施設であるように様々な工夫が
されていること、を学んだ。
·8月17日 第2回研修会（於 広陽小）

く小学校部会＞ 研究授業事前指祁案検討会
く中学校部会＞ 教材教具紹介と実習

· 10月4日 第3回研修会
（小中とも研究授業 ・ 授業整理会）

く小学校部会＞（於 石川小）
単元名 6年「太陽と月の形」
授業者 佐藤 信幸 教諭（石川小）

，， 
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太陽と月の位協関係によ る月の見え方の学習は、児
童にとって難しい内容であったが、詩歌を取り上げ、
生活に活かすとい う授業構想の工夫が面白いとの講評
があった。

く中学校部会＞（於 光野中）
単元名 1年「光の世界」
授業者 藤田 登 教諭（光野中）

入射光がそのまま反射光となって く るのが基準。角
度0 ゜ が基準にな ることの説明があるとよい。無駄な
言葉がな く 、生徒は集中して聞いていた。結果からま
とめへの流れが良かった。

（館来中 川畠 敦仁）

I 野々市市小中学校教育研究会理科部会 I
【会員数】15名（小学校7名、中学校8名）
【部 長】増江 雅人 教頭（野々市中）
【研究主題】
「自然に関心を持ち、思考力、表現力を育てる理科教育 」

【活動内容l
小・中学校の教科指尊の連携を深め、小・中各1 回

の研究授業 を通して、教材研究、指淋案検討等を行い、
授業力向上や指導法の改善を図る。
·4月26日 組織会

研究テー マ、組織、， 年間計画の決定
·5 月24日 事前研修、指禅案検討
·6月21日 中学校研究授業（於 布水中）

単元名 3年「水浴液とイオン」
授業者 帯山 綾香 教諭（布水中）

水溶液の電気分解の実験を行い、前回の実験結果と
合わせて、塩化物イオンが一の電気、銅イオンが＋の
電気 を帯びてい ること を見いだす授業である。生徒は
落ち培いて授業に参加しており、予想や考察の場面で
は、班で話し合いながらホワイトボードに意見 をまと
め ることができた。実験は、各自が役割を持って手際
よ く 行 う様子が見られ、普段からしつかり指禅されて
い ることが見て取れた。生徒同士で学びを深めながら、
1年次に学習した水溶液のモデルからイオンのモデル
へと概念を発展させ るためには、単元構成や実験の選
択、課題の提示にさらな る工夫が必要である。
·8月21日 事前研修、指祁案検討
. 10月4日 小学校研究授業（於 菅原小）

単元名 5年「流れ る水のはたらき」
授業者 江戸 一明 教諭（菅原小）

流れ る場所によって川の様子が違うのは、流水のはた
らきによることを理解する授業である。タプレットを活用
して、室内に作った流水モデルを撮影し、繰り返し見 る
ことができ るよう準備したことで、より実感を伴った理解
につなげ る工夫が見られた。実際、流水モデルを全員で
観察した際の生徒の反応はよく、全員で観察しながら課
題に対して議論を深め ることができた。
. 1 月17日 研究のまとめ

本年度のまとめと来年度の課題
（野々市中 増江 雅人）

I 金沢市小学校教育研究会理科部会 I
【会員数】92名
【会 長】中川 隆陣 校長（泉野小）
【研究主題】
「知識基盤社会の時代を切り拓く人間を育てる理科教育 」

～ 自然に働きかけ、修得し、活用し、探求する子をめざして～

【活動内容】
「実感を伴った 理解 」から獲得した知識や技能 を

活用して、科学的な 思考カ・表現力を 育成するため
の授業改善をめざして、以下の2つ を重点とした。
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①単元 を見通した、 思考力を育て る表現活動の工夫
・子 どもが意欲と見通し を持って取り組め る、適切

な学習課題の設定と展開の工夫
②実感を伴った理解 を促す活動の工夫
・活動への意欲 を高め、生活と関連させて考え る態

度や能力を投うための指甜の工夫
通常の部会は、 ベテランが若手に伝えたい技能や

知識 を解説する教材解説と、研究授業の事前研究の
2部構成とした。

【活動内容］
. 5 月11日 全体研究会（講演）

演題 「金沢型学習スタイルについて 」
講師 北村 弘樹 指祁主事（金沢市教委）

. 6月20日 中教研研究授業参観
·7月6日 授業研究

・単元名 4年「暑く な ると 」
授業者 中野 岳央 教諭（小坂小）

・単元名 5年「魚のたんじょう」
授業者 取林 正憲 教諭(+ー屋小）

. 9月14日 授業研究
・単元名 3年「風やゴムで動かそ う」

授業者 相川 恵子 教諭（扇台小）
・単元名 5年「ふりこ のきまり 」

授業者 高田 恵里 教諭（小立野小）
· 12月7日 授業研究

・単元名 3年「じしゃく につけよ う」
授業者 辻 一輝 教諭（額小）

・単元名 5年「水浴液の性質とはたらき」
授業者 後藤 梢太 教諭（三馬小）

. 1 月11日 全体研究会（分科会研究成果発表会）
・部会誌「知の創造」を発行し、活動内容・成果 を部

員に周知した。
※他、6月8日、8月3 日、11月9日に教材解説、指

禅案検討実施
（三和小 戸田 真実）

I 金沢市中学校教育研究会理科部会 I
【会員数】91名
［会 長】濱坂 昌明 校長（犀星中）
［研究主題】
「生徒の主体的な学びを通して、科学的な 思考カ・
表現力を高め る理科授業の工夫」

［活動内容】
研究授業や研修会 を通して、教員の授業力の向上を

圏るとともに、新学習指禅要領の実施に 向けて準備 を
進めた。
·5 月23日 総会（組織と年間計画提案）・講演会

演題 「学習指禅要領の改訂について」
講師 辰巳 翌 指瑞主事（金沢市教委）

·6月20日 研究授業・授業整理会
・単元名 1年「植物の分類（コケ植物）」

授業者 西尾 将宏 教諭（泉中）
・単元名 3年「生命の連続性（細胞分裂）」

授業者 新田 雅志 教 諭（野田中）
·7月6日 小教研研究授業・授業整理会に参加
·8月16日 夏季研修会

く施設見学＞
•いしかわ動物園バックヤ ー ド見学

＜講演＞
演題 「ライチョウ、トキなど希少動物の保護について」
講師 竹田 仲 ー 氏
（同園飼育展示課種保全グルー プリ ー ダー ）

く地質観察＞（於 鶴来～鳥越）
鶴来の河川敷、弘法の池、夫婦岩
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· 10月18日 県理科大会金沢大会に参加
. 11月24日 実験講習会

主題 「生徒が主体的に学べる実験の工夫」
講師 菊田 悠司 氏（昧ナリカ企画部）
内容 ・マイクロスケ ー ル実験

（唾液のはたらき、塩化銅の電気分解）
・簡易真空装置の自作と実験
·LED光源装醤の技術開発について

. 1月26日
・総会（今年度の反省·次年度の計画）
•実践報告

題目 「粒子分野における学びのデザインの工夫」
～主体的・対話的で深い学びを目指して～

報告者 岡元 恵里樹 教諭（野田中）
・講演会

演題 「来年度に向けて準備すべきこと」
講師 辰巳 盟 指淋主事（金沢市教委）

（紫錦台中 嶋田 一勝）

I河北郡市教育課程研究会小学校理科部会I
【会員数】 18名
【会 長】藤井 恒雄 校長（英田小）
［研究主題l
「個のよさを生かし、言語活動を大切にした理科授業」

［活動内容】
研究の基本的態 度を以下の3点と し、2回の研究授

業と実験講習会で研究を進めた。
(1)教材研究を通して、確かな学力の育成を図る指蔚

法の改善や教材の開発に取り組む。
(2) 授業研究を通して、児箪の科学的思考力や表現力

の育成を図る（指禅案に明記）ため、指母法や学習
形態、評価 ． 支援のあ り方などの改善を目指 す。

(3) 実験講習会や講話、実践の交流を通して、児童の
理解が深まる実験観察のあり方（素材や器具の吟味、
機器の活用など）を学ぶと ともに、実験技術や器具
操作の習得を図る。

·4月12日 組織会（於 宇ノ気小）
研究主題設定、年間事業計画立案等

. 6月14日 研究授業（於 津幡小）
単元名 4年「砿気のはたらき」
授業者 岡本 英朗 教諭（津幡小）

2つの電池のつなぎ方とモーターの様子を露流の強
さをもとに関係 付け、電流の様子をイメー ジ図で表す
ことにより理解の深まりを図った。所々にあった教師
の準備により、児童は意欲的に考察まで行うことがで
きた。検流計で電流の強さを計ったり、イメージ図で
電流の強さを表したりしたことは有効であったが、つ
なぎ方とはたらきとを定性的な見方で関連づけると、
より児童の思考に沿った理解につながったと考えられる。

· 10月11日 研究授業（於 荻野台小）
単元名 6年「てこのはたらき」
授業者 有沢 晃 教諭（荻野台小）

てこがつり合うときの法則を求めるために、グルー

プごとに条件を決め、話し合いに必要感を持たせな
がらねらいに迫ることができるようにしていた。話
し合いの場で自己決定したことで意欲が高まってい
る様子が見えた。考察することができなかった グルー

プもあったため、実験用てこに移行する時に十分な
操作をさせることで仮説をもたせ、その仮説を確か
めるという流れなら児童も見通しをもって実験を行
うことができたのではないかと考えられる。

. 1月17日 年間のまとめと反省・実験講習会
（於 高松小）

（条南小 山口 裕樹）

I河北郡市教育課程研究会中学校理科部会 I
【会員数】 21名
【会 長）山田 辰也 校長（津幡南中）
【研究主題】
「目的意識を持たせ、科学的な見方や考え方を養う
指導法の研究」

【活動内容）
·4月12日 組織会（組織づくり 、年間事業計画）
. 6月7日 授業研究会（於 宇ノ気中）

単元名 3年「水溶液とイオン」
授業者 多賀 みよ り 教諭（宇ノ気中）

「どのような物質が水溶液にすると 電流を通すか」
を課題に授業が行われた。ベル学や本 日の課題の理
解ができており、授業規律がしっかりした授業であっ
た。実験後、ホワイトボー ドを使い班で考えをまと
めた後、他の班の生徒に伝えあう活動があったこと
で、深い理解を得ることができた授業であった。授
業整理会では、「ホワイトボ ー ドの上手な使い方」
や「発表の上手なさせ方」について意見が出された。

· 10月11日 授業研究会（於 内灘中）
単元名 2年「生命を維持するはたらき」
授業者 村田 慎 教諭（内灘中）

「アミラ ー ゼのはたらきは、温度によってどんな
違いがあるだろう」 を課題に授業が行われた。生徒
は手際よく実験を行い、自分の考えを活発に発表す
るなど、教師と 生徒との暖かい関係が感じられる授
業であった。授業整理会では、「タイムマネジ メント」
や「だ液によ り デンプ ンが何に分解されるのか」に
ついて話し合われた。

. 1月18日 1年間のまと めと新教材についての研修
（津幡南中 亀田 誠）

I 羽咋郡教育研究会理科部会 I
【会員数） 16名（小学校9名、中学校7名）
【会 長）井上 一幸 校長（富来中）
【研究主題】
「自然とふれ合い、観察実験を大切にした理科学習」

【活動内容】
·5月9日 部会組織 事業計画の立案
·6月7日 研究授業（於 志賀中）

単元名 2年「化学変化とその利用」
授業者 安中 寛子 教諭（志賀中）

「化学変化では、必ず熱が発生するのだろうか」
という課題で、熱が出ているかどうかを調べるため
に、3つの化学反応（A.鉄の酸化、B.ア ン モニ
アの発生、C.クエン酸と炭酸水素ナトリウムの反
応）を班で選択し、実験結果をもとに温度変化と熱
の出入り を関連づけて考察する授業であった。生徒
は見通しを持って、意欲的に実験に取り組むことが
できていた。整理会では、思考する場面（考察）に
おいて、自分の考えを深めるための班での話し合い
の持ち方や、多面的な見方を身に付ける方法につい
て話し合われた。小・中のそれぞれの問題点を情報
交換し ながら小・中の連携を固ることができた。

. 11月9日 研修会（於 のとじま水族館）
水族館の役割、飼育員の仕事についての講演会と

同館の施設見学を行った。水族館はただ生き物を見
せるだけではなく、環境保全や教育、レクリエー ショ
ン 、研究などを行う場所であること 、また、展示し

ている生き物を見せる工夫や飼育方法、生態などを
わかりやすくご教示いただいた。

. 1月15日 実験講習会・教具制作会
（志賀小 前出 善幸）
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1 羽咋市教育研究会理科部会 I
【会員数】 14名（小学校9名、中学校5名）
【会 長】松山 智明 校長（余喜小）
【研究主題l

「科学的思考力を育てるための小中をつなぐ理科教
育のあり 方～表現力の指禅を通して～ 」

【活動内容l
·4月12日 組織づくり、研究主題の設定

年間事業計画 の作成
·6月7日 授業研究協議会（於 邑知中）

単元名 3年「酸、アルカリとイオン」
授業者 武原 都 教諭（邑知中）

「酸性とアルカリ性の水溶液に共通するイオンは
何か」について、実験結果から共通した要因を追究
する授業が行われた。成果としては、課題に対し、
各班でホワイトボ ー ドにイオンモデル を描き、 考え
を交流する場面が有効で、水溶液中に存在するイオ
ンの種類及び、既習事項の電解質とその電離を基に、
班で課題を解決していた。イオンの移動を表現させ
るための手立ては良かったが、 色の変化に着目させ
ることに授業の力点が岡かれたため、色の変化に至っ
た根拠をイオンの移動によるものだと表現させるよ
うな、小中理科の系統性を大切にした手立てがやや
不十分だったことが課題としてあげられた。

. 9月7日 羽咋市児童•生徒科学作品審査会
小学校78点、中学校27点の作品の中から、優秀作

品（小24点、中8点）を羽咋郡市審査会に出品した。
. 11月29日 授業研究協談会（於 羽咋小）

単元名 4年「水のすがたと温度」
授業者 長田 敏徳 教諭（羽咋小）

「湯気とあわの正体は何か」をつかむために、実
験方法を考えたり、予想を立てたりして活発な話し
合いが行われた。成果として、「湯気の正体」で習
得した学びを基に、「 あわの正体」について思考さ
せる流れが有効であった。課題として、水の状態変
化をイメ ー ジ図で表現して説明させること、粒子の
概念を育むモデル 化についてさらに明確にさせるこ
とが必要であるとの指摘があった。また、確かな思
考力や知識・理解を育むことにつながる 「仮説から
検証の流れ」について深める必要性も指摘された。
本年度も、小・中両方で研究授業を行い、表現力の
指蔚を通して、小中の共通理解を深めることができ
た。今後も小中の理科部貝で情報交換しながら、科
学的な思考力と自らの 考えを的確に表現する力を育
成していきたい。

（邑知小 酒井 伸大）

I鹿島郡学校教育研究会理科部会I
【会員数】 9名（小学校5名、中学校4名）
【部 長】池島 正芳 校長（鹿西小）
【研究主題】「自然を見つめ、考える力を育む理科学習」
【活動内容l

授業研究を通して、研究主題に即した授業のあり方
を探り、理科に対して興味関心のある児童生徒を育てる。

·4月19日 総会及び一 斉部会（於 中能登中）
組織づくり、活動計画

·8月22日 中能登町科学フェスティバル（於 中能塗中）
町内6年生参加、7ブー ス開催

·9月6日 鹿島郡科学作品審査会（於 力）けこャーセンター）
·9月7日～13日 鹿島郡科学作品展
·9月12日 研修会（於 中能登中）

研究授業指淋案検討について
. 10月2日 研究授業
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単元名 1 年「気体の性質」
授業者 政氏 克仁 教諭（中能登中）

. 1 月16日 一 斉部会（於 鹿西小）
研究のまとめと反省

（鹿西小 古川 雅詩）

1 七尾市理科教育研究会 I
【会員数l 21名（小学校10名、中学校11名）
【会 長】辻口 裕規 校長（七尾中）
【研究主題l

「小中をつなぐ理科教育のありかた」
「科学を学ぶ意義や有用性を実感させる理科教育」

【活動内容l
七尾市の研修日（毎月 1 回：第3水曜） に授業研

究会等を中心に活動している。また、児童•生徒の
科学への関心を高めるために、「児窟生徒科学作品
展」・「児童生徒科学研究発表会」などの取り組みを
行っている。

·4月19日 組織、活動方針と計画（於 七尾東部中）
. 5月10日 指甜案検討、年間計画決定（於 能盗香島中）
·6月14日 授業研究会（於 能登香島中）

単元名 3年「酸、アルカリとイオン」
授業者 楢 康弘 教諭（能登香島中）

. 9月7日 科学作品展審査会（於 七尾中）
· 10月4日 指尊案検討（於 中島小）
. 11月15日 授業研究会（於 中島小）

単元名 5年「もののとけ 方」
授業者．佐原 友郎 教諭（中島小）

. 11月25日～26日
七尾市児童生徒科学作品展

（於 七尾サンライフプラザ）
. 1 月17日

•今年度の総括と次年度に向けて
・七尾市児窟生徒科学研究発表会打ち合わせ

（於 田鶴浜小）
·2月14日 児童生徒科学研究発表会準備

（於 田鶴浜小）
·2月15日 第13回七尾市児童生徒科学研究発表会

（於 田鶴浜小）
（七尾中 丹後 孝昭）

I 輪島市学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 14名（小学校9名、中学校5名）
【会 長】橋田 宏幸 校長（河井小）
【研究主題】 「主体的・協働的に科学を学ぶ理科学習」
【活動内容】
·5月10日 総会 組織づくり（於 屈至小）
·6月7日 授業研究会（於 輪島中）

単元名 2年「化学変化と原子 ・分子」
授業者 東 大輔 教諭（輪島中）

·8月17日 フィ ー ルドワ ー ク（於 袖ヶ浜周辺）
内容 袖ヶ浜周辺の植物
講師 表 富士夫 氏

·9月4日 輪島市科学作品審査会（於 河井小）
出品数63点（小 ー 53点中 ー 10点）

＊輪島市・胚珠郡科学作品合同審査会への出品数
（小 ー 15点、中ー4点）

· 10月25日 授業研究会（於 鳳至小）
単元名 3年「明かりをつけよう」
授業者 中谷 友子 教諭(1恨至小）

. 11月29日 奥能登学校教育研究集会中学校集会
（於 松波中）

· 12月6日 奥能登学校教育研究集会小学校集会
（於 松波小）
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. 1 月10日
・ 教 科部会 ·小中合同 講演会

講師 貝田 明 氏（サイエンスヒルズこまつ）
•紀要原稿の検討と今年度の反省（於 鳳至小）

（河井小 柿田 知津）

l 鳳珠郡学校教育研究会理科部会 I
【会員数］ 12名（小学校5名 、中学校7名 ）
【会 長】春田 明彦 校長（松波小）
【研究 主題】

「自然に親しみ ， 科学的な見方・考え方を育 てる理科学習」
【活動内容］
·4月2 6日 組織 、年間活動計画の立案 、 予莫審議
. 6月 7日 フィ ー ルドワ ー ク、地層観察会

（於 能都中、間島海岸 ）
内容 訊珠郡内において採取された化石 などに

ついて一通 り 学んだ後、間島海岸（藤 波漁
港周辺）の岩石中から化石 採取を行った。
採取した化石について講師より解説。

講師 原田 光雄 氏（穴水町 教育委員 ）
·8月9日 施設見学、指甜案検討会

（於 星の観察館満天星）
内容 同施設の巨大望遠鏡を使った天体観察の

方法や同職員の 協力による観望会 など 、地
域の施設を利用した教材開発について学ん
だ。また、同会議室にて、小 ・ 中の模擬授

業をを行い、指尊案を検討した。
講師 室石 英明 氏（満天星主幹）

宇佐美 拓也 氏（満天星学芸員 ）
• 9月6日 郡 科学作品審査会（於 能都中）

能登町と穴水町に分かれて審査 後、合同審査会を
行った。

·9月11日 県出品 科学作品審査会（於 河井小）
. 11月29日 授業研究会（於 松波中）

単元名 2年「電流の性質」
ねらい 並列回路におけ る各点を流れ る砥流の

強さの関係を見出す。
授業者 藤田 大介 教諭（松波中）

直列回路におけ る各点の電流の強さの関係を もとに、
並列回路ではどの よう な大 きさの澁流が流れ るの か予
想し、 実験を通して規則性を見つけた。使用する豆電
球の種類を変えることで、並列回路での電流の和に気
づくことができ るように 工夫されていた。
· 12月6日 授業研究会（於 松波小）

単元名 6年「てこの はたらき」
ねらい 実験用てこを使い、 てこが水平にな る

時の左右の おも りの位岡と重さについて
調べる計画を立て る。

授業者 道下 忠成 教諭（松波小）
てこが水平につり合 う時の決まりを調べるにはど

の ように実験をしたらよいかを児童が 実験用てこの
操作を通して考 えた。記録を確実に残すこと 、変え
ない条件（左 うで）と変える条件（右 うで）を決め
て実験を行 う必要性に気づくことができた。

• 1 月10日 研究のまとめと反省（於 松波小）
（柳田中 東出 真弓）

l 珠洲市理科教育研究会 I
【会員数】1 3名（小学校7名 、中学校6名 ）
【会 長】川端 孝尚 校長（若山小）
【研究 主題］
「自然に親しみ ， 科学的な見方・考え方を育 てる理科学習」
【活動内容】
·4月19日 組織会 、年間活動計画の立案

. 5月17日 県理科大会の提案について協議
「実 体験を通して「深い学び 」を追究 する主体 的·

対話的な地学学習へJ
· 7月 5日 現地学習会

内容 能登町の海岸遊歩道で、海の観察ガイド
を使って海岸の様子などを観察した。

講師 烏井 芳ー 教諭（緑丘中）
·9月8日～10日 第 64回児箪生徒 理科研究 作品展

（小学校68点[70名］、中学校3 6点[49名］）
児童•生徒数が漸減する中、 出品数・研究者数と

も大幅に減少すること なく作品展を 開催できた。近
年 は、中学校からも多数 出品され るようになった。
会員の はたらきかけの 成果である。

· 10月8日 教材作成
火山灰などの標本づくり

· 10月18日 県理科大会金沢大会に参加
提案者 小高井 知美 教諭（若山小）

. 11月15日 授業研究会（於 飯田小）
単元名 5年「もののと けかた」
授業者 花木 陸朗 教諭（飯田小）

. 11月29日 奥能登学教研（中学校）
· 12月6日 奥能登学教研（小学校）
·2月14日 レポ ー ト交流 ・ 研修のまとめ

（正院小 東 透）

I 石川県高等学校教育研究会理化部会 I
【会員数】181名
【会 長】多 井 伸明 校長（加賀高）
【活動内容】

5月22日、総会を石川県立羽咋漑等 学校にて開催し
た。前年度の 事業報告、会計監査報告ならびに本年度
事業計画 、予算案を審議、承認した。続いて役貝選出、

全国理科教育大会 等の大会派造者を決定した。
8月3~4日、第57回北信越理科教育研究大会が新

潟薬科大 学等（新潟市）を会場として開催された。研
究発表者として、岡崎裕ー 教諭（北陸学院 高）、枡田
竜馬教諭（野々市明倫高）、土屋浩ー教諭（小松高）、
が 参加し、沖野信 ー 教諭（金沢錦丘高）、見砂智子教
諭（野々市明倫高）が 教育功労質を受箕した。

8月8~10日、全国理科教育大会 、第88回日本 理化
学協会総会がウェスタ川越等を会場として開催された。

研究 協譲座長として江頭和子教諭（金沢二水嵩）、田
渕憲志教諭（金沢伏見高）、研究発表者として倉宗一
郎教諭（金沢西高）を派追した。また、鈴村一恵氏（前

大聖寺高校長 ）、田辺博子教諭（金沢桜丘高）が 教育
功労伐を受貿した。

10月11日、石川県高等 学校 理化研究大会を 羽咋高校
にて開催した。全体会 、 各 分科会にて、福光英徳教諭

（七尾高）、渡會兼也教諭（金大附屈高）、土屋智宏教
諭（大堅寺実業 高）、 井川健太教諭（小松明峰高）、池
田敬教諭（金沢二水高）、西山修平教諭（金沢伏見商）
が研究発表した。また、金沢地方 気象台の柳浩幸、清
野千年両氏による「天気予報について」と 題した講演
が行われ、 気象庁数値予報モデルの内容 、防災気象情
報や季節予報の利用、また、今年の 天候の特徴などに
ついてご講話いただいた。

10月18日、石川県理科教育研究大会金沢大会が金沢
錦丘高校等で開催され、提案者として、男網健太郎教
諭（県工高）、杉村恭子教諭（大型寺高）を派追した。

2月には第3回 理事会を 開催し、今年度の総括を行
い、3月には今年度の県研究紀要ならびに次年度の会

員•生徒用の物理 ・ 化 学実験害改訂版を発行する。
（金沢二水高 高縁 貴章）
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l 石川県高等学校教育研究会生物部会 l
【会員数）80名
【会 長）川内 斉 校長（七尾東雲 高）
【活動内容】
·5月19日 総会 ・ 研究協議会（於 県地場産）

平成 28 年度事業報告・会計報告、29 年度事業計
画・予符 ・ 役員について審議した。 研究協議会では、
横江浩志教諭（小松北高）、 柳生敦志教諭（金沢商
高）、 中村晃規教諭（七尾高）、 笠田栞里教諭（金沢
泉丘高）、 西井陽ー教諭（野々市明倫高）の5名が
授業実践報告を行い、 活発な討議が行われた。

. 11月22日 研究発表会（於 県地場産）
若手育成の取り組みを目標の一つとした 授業実践

報告と会員による 研究発表、 全国大会を受けた 授業
実践報告を行った。 また 、 講演、 講話も開催し、 活
発な意見交換の場となった。

1 授業実践報告および研究発表
・ 題目 「初任者研修における教科指尊等研究会を終えて」

報告者 廻田 卓也 教諭（金沢北陵高）
・題目 「自律神経系と内分泌系による 調節」

報告者 笠田 栞里 教諭（金沢泉丘高）
．題目「蝶 ・花・風娯」

報告者 吉村 久貴 教諭（金沢泉丘高通信）
2 全国大会報告

．題目 「遷移双六～研究発表の実践」
報告者 内山 理恵 教諭（輪島高）

3 講演
・演題 「白山の自然 と歴史・ 文化」

講師 栂 典雅 所長
（県白山自然保談センタ ー ）

4 講話
．題目 「新学習指蒻要領の動向および新テストについて」

講師 寺岸 俊哉 指蒻主事（県教委）
· 12月17日 第19回いしかわ高校 生物のつどい

（於 金沢伏見高）
5 校9本（金沢桜丘、 金沢泉丘、 七尾、 金沢二水、

小松）の研究発表が行われた。 高原浩之准教授（県
立大生物査源環境学 部生産科学 科）、 中谷内修助教

（県立大生物資源工学 研究所 ）、 寺岸俊哉指埒主事の
指祁 ・ 助言を受け、 多くの質問や意見が出され、 た
いへん活発な発表会となった。

．紬倉島、 白山、 金沢城 公園にて、 野外実習研修会を
行った。

（金沢伏見高 村上 尚子）

I 石川県高等学校教育研究会地学部会 l
［会員数）27名
［会 長】澤田 豊 校長（金沢中央嵩）
［活動内容）

7月 3日， 県立生涯学習センタ ー に於いて、 今年度
の総会を行い、 総会後は研修会I、 Ilを行った。 総会
では、 今年度新しく会長に就任された澤田校長をはじ

め会員の紹介、 役員、 事業計画、 予算案について審議
し、 これらを承認した。 研修会Iでは， 同センタ ー に
て、「地学の授業実践例」と題した 発表を安田誠二教
諭（小松高） が行った。長年の経験により蓄租された
豊富な実践例をもとに活発な意見交換 が行われた。 研
修会Ilは、 青木賢人准教授（金沢大人間社会学域）の
案内、 解説により、 金沢城周辺を散策する 研修会を行っ
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た。 金沢城築城の地理的、歴史的な背景を元に城壁
（戸室石）の由来や「崖」そのものがなぜできたのか、
を先生独特の語り口調で詳しく説明いただいた。 併せ
て、 その崖を作った河川（犀川、 浅野川）のはた らき、
森本＝富樫断陪の活動が金沢市（中心部、 城下町 ） を
形成 した こと、 自然の脅威は大災害を引き起こすと同
時に豊かな街をつくる ということ、 伝統ある 建造物 が
金沢に今も残っているのはその災害（活断層による 地
裳や戦災） から偶然 に免れただけで、 よって金沢の住
民および建造物等はその災害に慣れておらず、河川氾
濫時の対策のみならず、 近い将来起こる であろう大地
震にどこまで対処できるのだろうか、 という自然 災害
面の対応まで説明いただいた。 単に地学分野に固執す
るのではなく、 その知識を現在の生活にどう活かし伝
えていくかの大切さをご教示いただいた。 来年度は小
松の城下町の散策を予定しており、 来年度も講師をお
願いする 予定である。10月18日に開催された 県理科大
会において、 会場校 である 金沢錦丘高校の村田哲夫教
諭が雲の発生についての授業を公開し、 分科会では金
沢泉丘高校の福岡光輝教諭がアクティブ ・ ラ ー ニング
型授業に取り組んだ実践例を多数報告した。 2月 、第
2回総会（今年度の事業・会計報告と反省、 来年度の
予定） および研修会（講演会） を行う予定である。 3

月31日、 地学部会誌「高校 地学第54集」を発刊する。
（小松北高 小坂 淳）

I 金沢大学人問社会学域学校教育学類附属小学校理科部会 I
［会員数】 3名
［会 長］中前 元久 教諭
［活動内容】

今年度より研究主題を「未来を志向する子の育成j
と新しく設定し研究を進めてきた。 昨年度までの主題

「考える子を育むJの3 年間の研究によって、子ども
は「問い」や「こだわり」をもちながら学ぶ過程で「学

ぶ楽しさ」を味わうことが考える 原動力となり、「考
える子」 へと近づくことができた。 今年度は、子ども
が少し先の自分や仲間の姿を思い浮かべ、 その姿へ向
かって仲間 と共に目指す先を見出し行動する 姿を未来
を志向する 姿ととらえ、 授業においてこのような姿を
育んでいける よう研究を進める ことにした。 そのため
に、子どもが授業のさまざまなこと（例えば、 どんな
ことを調べる か、 どのような方法で調べる か、 誰と活
動し、 どのように表現する か、 など） を子ども自身が
根拠をもって決めていくことができる ように授業をデ
ザインする こととし、 研究副題を「決める 授業をデザ
インする 」と設定した。 理科における「未来を志向す
る子」を 「自然の事物 ・ 現象との出会いから自己の思
いや考えをもち、 お互いの考えを共有し比べ、 表現し
合うことで解決 方法を探り、 筋道を立てて実行し、 自
己の思いや考えを科学的なものに更新していく子」と
定義した。 理科ではまず、子どもが自然の事物 ・現象
と出会い、 既習やこれまでの経験から思いや考えをも
つことから始まる。 そのことにより、 共通点を見つけ
た り、 違和感をもった りする。 その違和感を具体的に
していく中で、 追求意欲が生まれ課題を決めていく。
そ して、 課題をもとに予想や仮説を立て自分の立場や

検証の筋道を決める。 これらをもとに観察の視点や実
験方法を決める。 考察の場面 では、 互いの結果を比較
しながら多様な結果をもとに決める ようにしていく。
このように、子どもが自分で決めた検証の筋道で観察

ヽ

0 

し）

center
四角形

center
四角形



（ 

。

や実験を行い、自然の事物・現象の因果や関係性を明
確にしていくことで、初めの自分の思いや考えを実感
や納得をして更新することができる。更新した思いや
考えをもとに、自然の事物・現象と向き合うことで、
また新たな視点から課題が生まれ、決める授業を繰り
返していく。このような授業を繰り返すことで、自分
の考えをより科学的なものへと更新していくことがで
きると考え、授業実践に取り組んだ。このような子ど
もを育 むための 「決める授業デザイン」の手だては3
つである。① 「自然の事物・現象との出会わせ方によ
り見通しをもたせる工夫」、② 「多様な視点で考えさ
せるための工夫」、③ 「理科の有用感を高める工夫」
である。①では、今までの既習や経験では説明がつか
ない自然の事物 ・ 現象に出会わせて違和感を生み出さ
せることで追求意欲を高め、見通しをもちながら解決
へと向かってよりよく決めることができた。②では、
図や表などを使って子どもの思いや考えを分類するこ
とや、思いや考えを視覚的に説明させることで視点を
明確にして、検証の見通しを決めることや結果から結
論を淋き出して決めることができた。③では、子ども
が自分で決めた過程をふり返り、自分で解決できたと
いう満足感や達成感を得られるようにした。さらに、
自分が決めたことで獲得した知識やス キルを生かして
解決することができるような課題を設定した。自分で
決めるよさを味わうことを繰り返していくことで、「理
科を学習してよかった。」「理科ってすごい。」という
理科の有用感を高めていくことができた。理科は自然
の不思議や駕きを実験を通して科学的に解決していく
ことに学ぶ楽しさがある。その楽しさを味わったとき
に表出される感動をもとに、自分の考えがより科学的
なものに更新できるような感動のある理科授業を目指
して今後も研究を進めていきたい。

（金大附屈小 中前 元久）

I金沢大学人問社会学域学校教育学類附属中学校理科部会I
【会貝数】3名
【会 長】北村 太郎 教諭
【活動内容】

本校理科では平成 26年度より学校教育目標の目指す
生徒像「自ら学ぶ生徒」の実現を目指し、これまでの
研究成果をもとに継続的な 「科学的な思考力」の育成
を行ってきた。その上で、より日常生活や社会、現境
の問題を捉えた課題設定の工夫や、教材の選び方のエ
夫に取り組んできた。また、他教科との教材のつなが
りを意識した授業を計画的に行うことで、更に課題に
対する関心を高め、思考力の育成を図ってきた。平成
28年度はここまでの実践を踏まえ、学習した知識や技
能を日常生活や身近な科学技術を対象として活 用し、
さらに学びを深めていけるよう工夫した。

今年度より本校は2年間、国立教育政策研究所の研
究指定を受け、伝統文化教育に取り組んでいる。理科
では、これまでの研究で培ってきた課題・教材の工夫
や他教科とのつながりの場面で、日本などの様々な地
域の伝統文化を用いるように取り組んだ。理科の授業
で伝統文化を題材として扱うことで、身近な文化の中
に理科の学習内容が利用されていること、さらに、昔
から長く生活の中で使われてきたことがわかり、生徒
の関心を効果的に高めることができると感じている。
また、伝統文化を題材とすることで、自らの国や郷土
の伝統や文化についての科学的な理解が深まり、その

日本の文化の中には他の地域に広がって活用されてい
ること、他の地域でも同じように理科の知識が利用さ
れていることなどを通じて、異文化に対する理解や日
本人としての ア イデンテイテ ィ ー の育成につながると
考えている。今年度の各学年における具体的な取り組

、 みの例は以下のとおりである。
く1年生＞ 「力による現象」

かんじきや潟スキーなどを用いて圧力の学習を行った。
く2年生＞ 「動物のなかまと生物の進化」

様々な動物の特徴と生きるための工夫、人間の生
活文化の関連について学習した。
く3年生＞ 「水溶液とイオン」

塩化銅の電気分解から電気メッキの仕組みについ
て触れ、奈良の大仏のメッキと関連付けて学習した。

（金大附属中 北村 太郎）

1 石川県立金沢錦丘中学校理科部会 I
【会員数】2名
【会 長】上野 百世 教諭
【研究主題】「自律的に学ぶ生徒の育成」

～各教科で取り組むアクティブ ・ ラー ニングを通して～

［活動内容】
·4月 中高合同理科部会開催

県基礎学力調査の自校採点と分析
第1同校内研究会

·5月 中高をつなぐ発展授業（高校生物：DNA)
·6 月 中高をつなぐ発展授業（高校化学：イオン）
·7 月 第2回校内研究会

中高互見授業週間①
第3回校内研究会

·8 月 県碁礎学力調査の分析
第4回校内研究会
県理科大会研究授業指祁案検討

· 10月 県理科大会での公開授業
・単元名 2年「電流と磁界」

授業者 上野 百世
・単元名 1年「力による現象」

授業者 友安 正人
. 11月 中高互見授業週間②
· 12 月 中高をつなぐ発展授業（高校物理：エネルギー）
. 2月 中高をつなぐ発展授業（高校地学：天体）

今年度も昨年度に引き続き、中高一貫校の特色を生
かせるよう、3年生全クラスにおいて、「DNA」「イ
オン」「エネルギー」「天体」の単元内で、それぞれ各
クラス3時間構成での発展授業を4分野で行った。エ
ネルギー 単元に関しては、初めて2年生3クラスでも
実施した。高等学校の教諭と相談し、授業の進度に合
わせて効果的に取り入れられるよう内容と時期を工夫
し、より多面的な思考の深まりが得られるよう実践を
行った。また、研究については、他者から多様な情報
を収集させる場面や他者への説明によって知識や技能、
思考の構造化を図る場面等、自ら進んで考えて表現で
きる授業を日頃から意識的に取り入れてきた。今年度
は県理科大会の会場校となり、多くの先生方に参観し
ていただいた。本校の研究推進の一環として捉え、エ
夫した授業に取り組む機会をさらにいただけたことに
感謝している。

（金沢錦丘中 上野 百世）

»’ 
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＝平成30年度理科関係大会＝

◇第55回 石川県理科教育研究大会（白山・野々市大会 ）
大会主題：小・中 ・ 高をつなぐ理科教育のあり方
期 日：平成30年10月19日（金）
会 場：白山市立明光小学校

白山市立北辰中学校
石川県立鶴来高等学校

◇第51回 全国小学校理科研究協議会研究大会
（茨城大会）

大会主題：グロ ー バル社会を生き抜く心翡かな人間
を育てる理科教育

研究主題：科学する面白さを感じながら、身の回り
の事象とかかわっていく子どもの育成

期 日：平成30年11月8日（木）～9日（金）

◇第65回 全国中学校理科教育研究会（兵庫大会）
大会主題：科学的な探究活動を通して、学びに向か

う力を育む理科教育 ～自然や 社会との
主体的な関わりの中で～

研究主題：科学的な費質や能力を育み、盟かな未来
を創造する理科教育

期 日：平成30年8月8日（水）～10日（金）
会 場：ANA クラウンプラザホ テル神戸

神戸芸術センター （ 神戸市）

◇平成30年度 全国理科教育大会（岐阜大会）
第89回 日本理化学協会総会

大会主題：盗かな未来 を拓く理科教育
～主体的 ・ 対話的で深い学びの実現～

期 日：平成30年8月8日（水）～10日（金）
会 場：岐阜聖徳学園 大学岐阜キャンパス

岐阜聖徳学園高等学校

◇平成30年度 日本生物教育会第73回全国大会
（山口大会）

期 日：平成30年8月3日（金）～6日（月）
会 場：山口大学吉田キャンパス

◇平成30年度 全国地学教育研究大会（茨城大会）
大会テーマ：郷土の自然を生かした地学教育
期 日：平成30年8月25日（土）～26日（日 ）
会 場：筑波大学

石川県科学教育振興会会員企業（五十音順）
卸ア ール ・ エム計測器／卸アイ ・ オ ー ・ デー タ機器／アサヒ装設卸／アムズ（梱／石井雀機商会／石川県経営者協会
（梱石川鋼材商会／誅石川コンピュ ー タ ・ センター ／石川テレビ 放送（樹／石川トヨタ自動車卸／（掬うつ のみや
EIZO（樹 ／聡江口組 ／NHK金 沢放送局 ／ か がつう聡／卸柿本商 会／卸勝木太郎助商 店／カナカ ン（梱
金沢珠境管理（梱／金沢商工会議所／金沢信用金庫／北村プレス工業�／共和磁機工業（株し／（樹金太／黒）II工業味
卸小林太 一 印刷所／小松商工会議所／ 味ジェスクホリウチ／卸柴舟小出／澁谷工業卸 ／昭和鋳工卸
（掬スギヨ／千田害店／第 一 電機工業卸／（樹 ダイシン／ 大同工業（梱／太平ビルサ ービス聡／（梱高井製作所
宝機械工業味／卸中日新聞社北陸本社／津田駒工業（梱／誅東振梢機／直源醤油（掬／（掬中島商店／中村留粕密工業卸
七尾商工会議所／ニッコー 朦／日 成ビルド工業（梱／H本洵建設閥／ の と共栄信用金庫／能美防災卸金沢支社
（掬PFU／東野産業 （梱／卸東山商会／疋田産業卸／卸福光屋／ホク ショー （梱／卸ほくつう／ホクモウ誅
北陸総合署備保障誅／北陸屯力卸石川支店／北陸放送（掬／北菱屯典卸／聡北國新聞社／毎日新聞 社北陸総局
松村物産味／丸三織布（梱／（齢丸西組／丸文通商（梱／三谷産業（掬／ミナミ金属卸／明祥（梱／株ヤギコー ポレ ー ション
味山岸建築設計事務所／ （梱山岸製 作 所／（掬山田時計店／掬ヤマト醤油却曾／ヨシダ印刷掬／米沢電気工事卸
読売新聞北陸支社金沢支局／菱機工業卸
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編集後記

本号は、金沢市で開催されました「第54回石川県

理科教育研究大会（金沢大会）」の特集号として絹

集致しました。また、 県下の各地区における24の研

究会の活動報告も併せて掲載してあります。今後の

参考になりました ら幸いです。

最後になりましたが、原稿執筆等でご協 力いただ

きました先生方に厚く御礼申し上げます。

石 川 科 学 第106号
平成30年2月14日発行

編集 石川県 理科教育研究協議会
発行 石 川県科 学 教 育 振興会

〒921-8153石川県金沢市高尾町ウ31- l 
石川県教貝総合研修センター内

軍 話(076) 2 9 8 - 3 5 l 5 
F A X (076) 2 9 8 - 3 5 l 8

表紙 題字 越馬平治 氏
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